








1.研究の目的 

わが国の周産期死亡率,新生児死亡率,乳幼児死亡率は,世界でも最も優れた水準に達して

いる。しかし,周産期医療の実状を検討してみると,なお改善すべき点は多く,従来は関係者

の個人的な熱意と努力によって,この成績が維持されてきた面が大きい。 

今後,わが国の周産期医療の水準を維持しさらに向上させるためには,妊娠中から新生児期

にかけての周産期医療をシステムとして確立することが必要であり,これが達成されれば

既存の産科や小児科の施設を含めて,周産期医療施設を有効に活用することが可能になる。 

また,わが国では,出生前後の管理や NICU での新生児医療の進歩の結果,重症児が救命され

るようになったが,NICU では長期入院患児の増加が問題となり,これらの児の退院後の管

理を含めた乳幼児期の管理も重要になってきている。 

このような現状をふまえて,本研究班の目的を,産科医,小児医および地方自治体等の協力

を得て,母体や新生児の搬送体制のあり方や,周産期医療施設における対失母児の適切な収

容のあり方,こども病院および総合病院における周産期部門のあり方,NICU 退院児に対す

る地域における療育指導のあり方,周産期医療システムのあり方や評価の方法等を多面的

に検討する事により,周産期医療システムの確立に向けての基礎資料を作成し,さらにどの

ような整備を行えば良いかを検討することとした。 


